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地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
と
は

　

社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
28

年
度
か
ら
社
会
福
祉
法
人
が
社
会
貢
献
活

動
を
行
う
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
社
会
福
祉
法
で
は
、
社
会
福
祉
事

業
及
び
公
益
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
責
務
と
し
て
規
定
し

て
い
ま
す
。

本
県
の
動
き

　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
社
会
福
祉

法
人
経
営
者
協
議
会
で
は
、
社
会
福
祉
法

人
の
協
働
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
組
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　

県
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
実
施
状
況

及
び
法
人
経
営
の
状
況
等
を
把
握
し
、
事

業
推
進
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
29
年
２
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
（
市

町
村
社
協
等
を
除
く
）
２
７
５
法
人
。
う

ち
１
５
０
法
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
回
答
者
の
主
な
事
業
分
野
は
、「
保

育
」
が
40
・７
％
、「
高
齢
者
」
は
38
・
０
％
、

「
障
が
い
者
」
は
17
・
３
％
、「
児
童
」
は

３
・
３
％
で
し
た
。

法
人
で
認
識
し
て
い
る
地
域
の
課
題

に
つ
い
て

■
法
人
で
認
識
し
て
い
る
地
域
の
課
題

は
、「
高
齢
者
関
係
」
が
86
件
、「
児
童
・

保
育
関
係
」
が
26
件
、「
障
が
い
者
関
係
」

が
19
件
で
、
上
述
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は

ま
ら
な
い
「
そ
の
他
の
課
題
」
は
88
件
で

す
。

■
「
高
齢
者
関
係
」
の
う
ち
、
最
も
多
い

課
題
は
「
高
齢
者
の
移
動
困
難
（
買
い
物
、

通
院
等
）」
で
30
件
。「
高
齢
者
世
帯
の
増

加
（
高
齢
化
）」
は
23
件
、「
独
居
高
齢
者

の
生
活
支
援
、見
守
り
」
は
16
件
で
し
た
。

■
「
児
童
・
保
育
関
係
」
の
う
ち
、
最
も

多
い
課
題
は「
子
育
て
支
援
」で
７
件
。「
放

課
後
児
童
の
居
場
所
、
健
全
育
成
」
が
6

件
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
（
社
会
的
不
利

益
等
）」
が
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
障
が
い
者
関
係
」
の
う
ち
、
最
も
多

い
課
題
は「
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
」

「
高
齢
化
す
る
障
が
い
者
の
支
援
」
で
い

ず
れ
も
４
件
。「
障
が
い
者
の
住
居
不
足
」

「
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
啓
発
」

が
そ
れ
ぞ
れ
３
件
で
し
た
。

■
「
そ
の
他
の
課
題
」
の
う
ち
、
最
も
多

い
課
題
は
「
生
活
困
窮
世
帯
の
散
見
、
潜

在
」
で
14
件
。「
人
口
減
少
・
少
子
化
・

過
疎
化
」
と
「
就
労
意
欲
の
な
い
若
者
・

中
年
者
」
が
そ
れ
ぞ
れ
10
件
、「
ひ
き
こ

も
り
問
題
」
が
９
件
、「（
高
齢
化
等
に
よ

る
）
自
治
会
機
能
の
低
下
」
が
７
件
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
の
実

施
状
況

■
「
既
に
実
施
し
て
い
る
」
が
最
も
多
く

35
・
３
％
。「
検
討
中
で
あ
り
、
実
施
時

期
は
未
定
」
が
34
・
０
％
、「
平
成
29
年

度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
準
備
中
」
が

14
・
０
％
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
８
・７
％

で
す
。

■
実
施
中
・
準
備
中
の
取
組
の
中
で
、
法

人
が
特
に
力
を
注
い
で
い
る
取
組
は
、「
高

齢
者
関
係
」
が
20
件
、「
児
童
・
保
育
関
係
」

が
17
件
、「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ

の
参
画
」
が
17
件
、「
そ
の
他
（
障
が
い

者
関
係
含
む
）」
が
41
件
で
し
た
。

■
「
高
齢
者
関
係
」
の
う
ち
、
最
も
多
い

取
組
は
「
買
い
物
・
通
院
支
援
」
で
６
件
、

「
配
食
・
食
事
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
が
５
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
「
児
童
・
保
育
関
係
」
の
う
ち
、
最
も

多
い
取
組
は
「
子
育
て
相
談
・
支
援
」
で

９
件
、「
退
所
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」「
放

課
後
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
」「
未
就
園

児
へ
の
プ
レ
保
育
」
が
そ
れ
ぞ
れ
２
件
で

し
た
。

■
「
そ
の
他
の
取
組
」
の
う
ち
、
最
も
多

い
取
組
は
「
制
度
対
象
外
の
方
の
居
場
所

づ
く
り
」
で
８
件
、「
福
祉
教
育
・
普
及

啓
発
」「
低
所
得
者
の
利
用
料
減
免
」「
初

任
者
研
修
の
実
施
」
が
そ
れ
ぞ
れ
６
件
、

「
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
相
談
・
支
援
」

が
４
件
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
課
題
と
公
益
的
な
取
組
に
つ

い
て

　

住
民
相
互
の
助
け
合
い
が
機
能
し
な
い

こ
と
、
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
制
度
の
狭

間
に
あ
り
公
的
給
付
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
方
な
ど
、
福
祉

課
題
は
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
ま
す
。

　

生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
に
は
、
要

介
護
高
齢
者
、
保
育
が
必
要
な
子
ど
も
、

知
的
障
が
い
及
び
精
神
障
が
い
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
な
ど
が
散
見
さ
れ
、
社

会
福
祉
法
人
が
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
に
は
、
率
先
し
て
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
な
社
会
貢
献
（
地
域
公

益
）
活
動
の
実
践
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。
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集　計　結　果
地域における公益的な取組の実施状況

法 人 数 割　合
既に実施している 53 35%
平成 29年度からの実施に向けて準備中 21 14%
検討中であり、実施時期は未定 51 34%
わからない 13 9%
その他 12 8%

合　　　計 150 100.0%

回収状況
配 布 数 275
回 収 数 150
未 回 収 125
回 収 率 54.5%

法人の事業内容
事　業　名 件　数 割　合

高齢者福祉事業 57 38.0%
障がい者福祉事業 26 17.3%
保育事業 61 40.7%
児童福祉事業 5 3.3%
その他 1 0.7%

合　　　計 150 100.0%

高齢者
福祉事業
38.0%

平成 29年度からの
実施に向けて準備中 

14.0%

既に実施
している 
35.3%検討中であり、

実施時期は
未定 

　　34.0%障がい者福祉事業 
17.3%

保育事業 
40.7%

児童福祉事業 
3.3%

わからない 
8.7%

その他 
8.0%

その他 
0.7%

法人で認識している地域課題と実施状況

その他
あんしんサポート事業への参画
制度対象外の方の居場所づくり

福祉教育・普及啓発
低所得者の利用料減免

初任者研修の実施
生活困窮世帯等への相談・支援

福祉相談窓口の設置
復興支援・災害対策
障がい児の通学支援
障がい者の雇用拡大
地域のニーズ調査

緊急避難所（宿泊サービス）
実務者研修の実施

0 5 10 15 20

17
8

6
6
6

6
3
3

1
1
1
1
1

児童・保育関係
子育て相談・支援

退所者のフォローアップ
放課後児童の居場所づくり
未就園児へのプレ保育

不要となった保育用品の回収・寄贈
子どもへの夕食提供（子ども食堂）

0 2 4 6 8 10

9
2
2
2

1
1

高齢者関係
買い物・通院支援

配食・食事提供サービス
家庭介護者教室

独居高齢者の見守り、訪問
除雪ボランティア
介護予防教室

高齢者の移動支援
高齢者の健康づくり

0 1 2 3 4 5 6

6
5

2
2
2

1
1
1

障がい者関係
障がい者の地域生活支援
高齢化する障がい者の支援

障がい者の住居不足
ノーマリゼーションの普及啓発
障がい者の雇用、社会参加

視覚障がい者のニーズの把握
高齢化する家族の諸問題
障がい者の食事支援

0 1 2 3 4

4
4

3
3

2
1
1
1

高齢者関係
高齢者の移動困難（買い物、通院等）

高齢者世帯の増加（高齢化）
独居高齢者の生活支援、見守り

高齢者の災害時の避難
身寄りのない高齢者（入院、葬儀等の問題）

高齢者の食事支援
高齢者の家庭内虐待（身体的、経済的等）

高齢者の緊急的な入居施設の不足
介護予防

仮設住宅等に住む高齢者の支援
0 5 10 15 20 25 30

30
23

16
3
3
3
3
2
2
1

その他の課題
生活困窮世帯の潜在、散見
人口減少・少子化・過疎化

就労意欲のない若者・中年者
ひきこもり問題

自治会機能の低下
除雪困難世帯

高齢者・障がい者の居場所づくり
入居待機者の増加

福祉人材不足
空き家問題

介護者への支援
ひとり親世帯の生活支援

福祉サービスへのアクセシビリティ
休日の福祉サービスが不足
地域課題の把握が困難

被災者の生活課題
福祉避難所の取組

ゴミ屋敷問題
入院可能な医療施設の不足

0 3 6 9 12 15

14
10
10

9
7

6
5

4
4

3
3

2
2
2
2
2

1
1
1

児童・保育関係
子育て支援

放課後児童の居場所、健全育成
子どもの貧困問題（社会的不利益等）
児童の家庭内虐待（潜在、世代間連鎖）

待機児童問題
被災児童の心のケア

アレルギーを持つ子どもへの個別支援

0 1 2 3 4 5 6 7 8

7
6

5
4

2
1
1

実施中・準備中の取組の中で、特に力を注いでいるもの


